
議
会
報
告
及
び

市
民
と
議
員
の

意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、

 

・
防
災
士
と
地
域
防
災
力

・
特
別
支
援
教
育

・
バ
ス
の
利
用
促
進
で
す
。

日
時
：
令
和
７
年
１
月
25
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所
：
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

詳
細
は
11
ペ
ー
ジ
下
段
に
て

決算特別委員会
常任委員会
一般質問

02-05

06-07

08-11

昨年のお金の使われ方は？

専門的に話し合われた内容は？

議員って普段どんなこと考えてるの？

　
令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
に
は
、
市

長
の
報
告
５
件
、
同
意
案
１
件
、
議
案

14
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充

員
の
選
挙
が
本
会
議
初
日
に
行
わ
れ
、

選
挙
管
理
委
員
に
は
、
木
口
晃
久
氏
・

藤
井
美
由
紀
氏
・
本
田
美
和
子
氏
・
山

中
宏
夫
氏
、
同
補
充
員
に
は
、
岩
村
康

博
氏
・
岡
田
り
え
氏
・
小
田
嘉
彦
氏
・

竹
若
良
成
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
ま

し
た
。（
氏
名
は
50
音
順
）

　
本
定
例
会
で
、
各
常
任
委
員
会
に
審

査
を
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
総
務
常
任

委
員
会
に
は
、「
京
田
辺
市
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
」
な
ど
の
２
件
、
文
教
福
祉
常
任

委
員
会
に
は
、「
京
田
辺
市
こ
ど
も
園

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
」
な
ど
の
４
件
、
建
設
経
済
常

任
委
員
会
に
は
、「
京
田
辺
市
空
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
」
な
ど
の
４
件
の
審
査
を
行
っ
た
ほ

か
、
補
正
予
算
の
う
ち
、
各
常
任
委
員

会
が
所
管
す
る
事
業
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
決
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
案
を
始
め
と
す
る
９
件
の
決

算
認
定
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
各
会
派
か
ら
選
出
さ
れ
た
８
名
の

委
員
に
よ
る
審
査
の
上
、
歳
入
総
額
約

４
６
２
億
円
、
歳
出
総
額
約
４
５
７
億

円
（
公
営
企
業
会
計
を
除
く
）
の
付
託

さ
れ
た
９
件
は
全
て
認
定
す
べ
き
も
の

と
し
て
答
申
さ
れ
、
先
に
上
程
さ
れ
た

議
案
を
含
め
、
全
て
可
決
・
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

※
採
決
結
果
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

京田辺市議会
公式Facebook

令和６年第3回定例会　第187号
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決
算
特
別
委
員
会
は
、
専
門
的
な
内
容

を
分
野
別
に
審
査
し
ま
す
。

　

総
務
分
野
で
は
、
市
の
財
政
状
況
や
企

画
、
職
員
、
市
民
参
画
、
消
防
、
防
災
や

監
査
な
ど
に
関
す
る
こ
と
、
文
教
福
祉
分

野
で
は
、
学
校
や
保
育
所
・
幼
稚
園
、
社

会
教
育
、
福
祉
な
ど
に
関
す
る
こ
と
、
建

設
経
済
分
野
で
は
、
都
市
計
画
や
産
業
の

振
興
、
農
業
、
上
下
水
道
な
ど
に
関
す
る

こ
と
を
集
中
的
に
審
査
し
て
い
ま
す
。

決
算
部
局
別
審
査
で

こ
ん
な
こ
と

が
審
査
さ
れ
ま
し
た

　決算特別委員会は、昨年度の決算が提出される9月定例会に
おいて、その審査のために設置される委員会です。本市議会では、
委員8名で構成され、審査事項について次の日程で行っています。

　決算では、すでに支出された契約などは取り消すことができませ
んが、不適切なものや、非効率なものがあれば、質疑を通じて明
らかにすることができ、今後の市の予算編成に反映させることがで
きます。

　決算特別委員会（国重昂平委員長、長田和也副委員長、青木綱次郎、
菊川和滋、南部登志子、橋本善之、早川由紀夫、向川弘の委員で計 8名）は、
9月20日、10月2日、3日、7日、21日の 5日間にかけて委員会を開催し、
定例会で付託された令和５年度一般会計をはじめ、8件の特別会計等の計 9
件の決算認定案について審査を行いました。
　審査はまず令和５年度に実施された主な事業について、市内の現地調査か
ら始まりました。その後、日をわけて部局別（総務、文教福祉、建設経済）
に審査を行いました。最終日には、5つの会派による総括審査を行った後、
決算認定案を全て認定しました。
　審査を踏まえた会派別意見は4、5ページに掲載しています。

住民票の写し等のコンビニ交付数が増加して
いるが、その要因と現場の声は。

新西浜樋門や放水路の改修工事の効果は。

農業特産物振興事業の実績、施策は。

なす塾等開催への補助や新規なす栽培開始
農業者へ補助している。

低所得者層を引き下げ、2040 年までを見据
えた平準化が必要となる。

介護保険の基金を取り崩せば、9期の保険
料引き上げは不要になるのでは。

特殊詐欺などに関する講習会や研修会はどう
されているか。

現在は特化した研修は実施していないが、今
後、定期的に警察と連携して開催を検討して
いく。

マイナンバーカードの普及によるものが大き
い。窓口での証明書発行数は減少している。

市税収入が増加したが、歳出の人件費、扶
助費等の上昇が大きかった。大型公共事業を
控えており、公共マネジメント推進会議、民間
活力等を活かして着実に進めていきたい。

経常収支比率が3ポイントほど悪化したこと
の認識は。また、今後の財政見通しは。

９月20日　現地調査

10月 2日　総務　審査

10月 3日　文教福祉　審査

10月 7日　建設経済　審査

10月 21日　総括　審査

　山手南にあるふわふわ公園内に、障がいの有
無にかかわらず誰もが楽しめるインクルーシブ遊具
が設置されました！
　みなさん、ぜひ遊びに来てください

防賀川は府の管理により50 年計画で進めら
れている。平成 25年のような豪雨があっても
溢れることは無い。

税金の使い方を確認！

決算特別委員会の開会

インクルーシブ
遊具が設置
　　　　　　されました！

  総務分野

  建設経済分野  文教福祉分野
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総括審査 会派からの意見

　高齢者の就労増加・民間業者の人材不足等により、市民活動や民間活力に頼るこ
とが難しくなる。財政が厳しくなる中、大型事業や新規施策は健全財政のもとに推
進することが重要。
　有機フッ素化合物にかかる水道水や農作物の安全管理の徹底、鳥獣被害や高騰す
る燃料代等に苦しむ農家への支援を確保することが求められる。
　防災広場の整備、備蓄品の充実、救援活動や避難所運営の連携及び中長期におけ
る応急住宅・仮設住宅設置の精査が必要。同時に、重度身体障がい者が安心して避
難できる体制の確保を。
　学校給食の栄養の確保、食材費の保護者負担の軽減措置を可能な限り継続すべき。

　新型コロナウイルス感染症が５類に移行となり本格始動となった令和５年度は、
多くの懸案事業が進行する中、一般会計をはじめとした予算執行について、財源と
事業推進のバランスを図り適切に処理されたといえる。
　今後においても、田辺北新市街地整備をはじめ防災広場整備事業や可燃ごみ広域
処理施設整備など大型プロジェクト施策を着実に進める一方で、本市の主要な財政
分析からは地方交付税への依存度の高まりと共に一層の財政硬直化が予想される。
　そのようなことも念頭に「みんなが住み続けたいと思えるまち」実現に向け、社
会や市民ニーズを的確に捉えた市政を推進されたい。

　本市では、決算認定案に係る委員会
審査について、決算特別委員会の最終
日に全体的、総括的な審査及び採決を
行っています。
　令和５年度に実施した市の全ての事業
ついて、５つの会派から多岐にわたる質
疑が行われました。
　各会派から提出された意見を掲載して
います。

　財政厳しい中、公明党が要望した学校給食センター整備、スマホ講習会の拡充、
子ども医療費助成の高校まで拡充、キャッシュレス決済ポイント還元等の実施を評
価する。
　今後の大型事業には国・府交付金活用に加え自主財源が重要。ふるさと納税、企
業版ふるさと納税を広くＰＲし税収増加に努めること。
　自主防災組織を全区自治会に設置すべき。防災士の配置に取り組むと共に地域に
合ったノウハウと事例紹介等の支援をすべき。
　市内経済と物価高対策のため売り上げアップの取り組みと並行し、キャッシュレ
スポイント還元も行うべき。帯状疱疹ワクチン定期接種化を要望する。

　昨年来の物価高騰で、食料品等の生活に欠かせぬものの値上がり続く。一方で、
給料や年金は減少し、消費税増税や社会保障改悪による負担増まであり、住民の生
活の苦しさ、暮らしの不安は増大している。住民にもっとも身近な地方自治体であ
る京田辺市が、住民の悩みや生活の不安に寄り添い、暮らしを守る役割を果たすこ
とが何よりも求められている。
　しかし 2019 年度以降、国保税引上げや人間ドック補助の縮小、下水道料金値
上げ、修学旅行費補助廃止など市民の負担増が続き、今後、家庭ごみ有料化の検討
まで打ち出されている。このような負担増は直ちに中止すべきだ。

　令和５年度決算は、一般会計・特別会計・公営企業会計ともに適切に執行され、
限りある財源の中、着実に事業を推進されたことを高く評価する。また、以前より
指摘していた高い不用額に関して、事業の早期着手・早期執行に努められた成果に
より半減したことも高く評価する。
　今後、計画されている大型事業においては、部局間の連携を強め取り組まれると
ともに、民間活力の効果的な活用に努められたい。そして、今後もさらなる市民サー
ビス向上にむけ、提供する側である職員の体制、職場環境、働き方改革にも積極的
に取り組まれたい。

各種事業推進と自主財源確保

市民の安心安全確保の取組みを財源を確保し安全と生活を守れ

負担増中止し市民の暮らし守れ

さらなる行政運営の適正化を

自民一新会

日本維新の会・無所属南部の会公明党

日本共産党京田辺市議会議員団

ＮＥＸＴ京田辺



7 6

付託議案 議案  第 42 号・第 43 号
第 44 号・第 47 号

 主な質疑内容 
●議案第 42号　京田辺市空家等対策の推進に関する条例の一部改正について
空家等対策の推進に関する特別措置法が改正されたことに伴い、同法を引用する本条例について、所要の改正を
行うため、提案するもの
問  空家は所有者が不明になりやすいが、情報把握の円滑化の内容は。また、固定資産税への影響は。
答   電気やガスの契約者情報の照会が可能になった。また、固定資産税への影響については、管理不全空家とし
ての指定がされた場合、住宅用としての減額措置が適用されなくなる。

●議案第 43号　京田辺市都市公園条例の一部改正について
田辺公園パデルコートの整備を行うに当たり、有料公園施設にパデルコートの使
用料等に係る規定を追加することに伴い、所要の改正を行うため、提案するもの
問  何故、パデルコートを整備することにしたのか。
答   利用率の低い壁打ちテニス用のスペースの有効活用を図るため、小さなス
ペースで整備が可能で、他に同様の施設が市内に存在しない競技としてパデ
ルを選択した。

 委員会での審査結果 
付託された議案は全て賛成全員で可決すべきものと決定
●所管事務調査
７月９日～ 10日、静岡県浜松市と岐阜県岐阜市におい
て視察研修を行いました。浜松市は「バス交通施策」に
ついて、岐阜市では「自動運転バス」についての視察を
行いました。

付託議案 議案  第 42 号・第 43 号
第 44 号・第 47 号

 主な質疑内容 
●議案第 42号　京田辺市空家等対策の推進に関する条例の一部改正について
空家等対策の推進に関する特別措置法が改正されたことに伴い、同法を引用する本条例について、所要の改正を
行うため、提案するもの
問  空家は所有者が不明になりやすいが、情報把握の円滑化の内容は。また、固定資産税への影響は。
答   電気やガスの契約者情報の照会が可能になった。また、固定資産税への影響については、管理不全空家とし
ての指定がされた場合、住宅用としての減額措置が適用されなくなる。

●議案第 43号　京田辺市都市公園条例の一部改正について
田辺公園パデルコートの整備を行うに当たり、有料公園施設にパデルコートの使
用料等に係る規定を追加することに伴い、所要の改正を行うため、提案するもの
問  何故、パデルコートを整備することにしたのか。
答   利用率の低い壁打ちテニス用のスペースの有効活用を図るため、小さなス
ペースで整備が可能で、他に同様の施設が市内に存在しない競技としてパデ
ルを選択した。

 委員会での審査結果 
付託された議案は全て賛成全員で可決すべきものと決定
●所管事務調査
７月９日～ 10日、静岡県浜松市と岐阜県岐阜市におい
て視察研修を行いました。浜松市は「バス交通施策」に
ついて、岐阜市では「自動運転バス」についての視察を
行いました。

建設経済常任委員会

 主な質疑内容 
●議案第 39号　京田辺市立こども園の設置及び管理に関する条例の一部改正について
令和７年４月１日付けで「京田辺市立河原こども園」を設置するとともに、「京田辺市立田辺東幼稚園」及び「京
田辺市立河原保育所」を廃止するため、提案するもの
問  制服の変更など幼稚園からこども園に変わることの影響と、保育士の拡充・配置体制等は。
答  制服は現在のものを引き続き使用できるなど影響のないよう配慮。保育士は一人でも多く確保を目指す。
●議案第 40号　京田辺市子育て支援医療費の助成に関する条例の一部改正について
健康保険証が廃止されることに伴い、所要の改正を行うため、提案するもの
問   条例改正の時期、健康保険証が廃止されることによる影響等については。
答   マイナンバーカードを保険証として利用される方への対応が必要であり、また、マイナンバーカードの保険
証機能を利用しない方へは資格確認書が交付されることから対応が可能である。

●議案第 45号　京田辺市学校給食費の徴収に関する条例の一部改正について
令和７年４月から小学校給食費の公会計による徴収事務を開始するに当たり、保護者等から学校給食費を徴収す
るため、本条例について所要の改正を行うもの
問  公会計を導入することのメリット・デメリット、職員の事務負担は。
答  中学校で実施していることからシステム導入によるスケールメリットを活かし、全体的な事務負担としては、軽減されるものと見込んでいる。
 委員会での審査結果 
議案第 40号は賛成多数で、その他の３議案は賛成全員で可決すべきものと決定
●所管事務調査
宮城県の名取支援学校名取が丘校と秋保かがやき支援学校、山形県の天童中部小学校
の３校を視察しました。天童中部小学校のフリースタイルプロジェクトは不登校ゼロ
の効果もあったことから、市に良い提言が出来るよう引き続き活動を進めていきます。

付託議案 議案  第 39 号・第 40 号
第 45 号・第 46 号

 主な質疑内容 
●議案第 39号　京田辺市立こども園の設置及び管理に関する条例の一部改正について
令和７年４月１日付けで「京田辺市立河原こども園」を設置するとともに、「京田辺市立田辺東幼稚園」及び「京
田辺市立河原保育所」を廃止するため、提案するもの
問  制服の変更など幼稚園からこども園に変わることの影響と、保育士の拡充・配置体制等は。
答  制服は現在のものを引き続き使用できるなど影響のないよう配慮。保育士は一人でも多く確保を目指す。
●議案第 40号　京田辺市子育て支援医療費の助成に関する条例の一部改正について
健康保険証が廃止されることに伴い、所要の改正を行うため、提案するもの
問   条例改正の時期、健康保険証が廃止されることによる影響等については。
答   マイナンバーカードを保険証として利用される方への対応が必要であり、また、マイナンバーカードの保険
証機能を利用しない方へは資格確認書が交付されることから対応が可能である。

●議案第 45号　京田辺市学校給食費の徴収に関する条例の一部改正について
令和７年４月から小学校給食費の公会計による徴収事務を開始するに当たり、保護者等から学校給食費を徴収す
るため、本条例について所要の改正を行うもの
問  公会計を導入することのメリット・デメリット、職員の事務負担は。
答  中学校で実施していることからシステム導入によるスケールメリットを活かし、全体的な事務負担としては、軽減されるものと見込んでいる。
 委員会での審査結果 
議案第 40号は賛成多数で、その他の３議案は賛成全員で可決すべきものと決定
●所管事務調査
宮城県の名取支援学校名取が丘校と秋保かがやき支援学校、山形県の天童中部小学校
の３校を視察しました。天童中部小学校のフリースタイルプロジェクトは不登校ゼロ
の効果もあったことから、市に良い提言が出来るよう引き続き活動を進めていきます。

付託議案 議案  第 39 号・第 40 号
第 45 号・第 46 号文教福祉常任委員会

 主な質疑内容 
●議案第 41号　京田辺市国民健康保険条例の一部改正について
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律が公布され、
令和６年 12月２日から被保険者証が廃止されることに伴い、本条例について所要の改正を行うもの
問   国民健康保険の被保険者証において、保険証の返還を求める趣旨と科料が生じるケースについて実態はどう
か。

答   資格喪失時と保険料滞納の場合において返還を求めることになるが、今日まで返還されずに科料を科した実
績はない。

 委員会での審査結果 
議案第 38号は賛成多数で、議案第 41号は賛成全員で可決すべきものと決定
●所管事務調査
「防災士取得者等の積極的な活用と取り組みの展開について」は四日市市への
視察や執行部へのヒアリングを踏まえ、１年６ケ月にわたり調査研究した報告
書を提出しました。
「天理山古墳の保存と活用について」は、去る８月６日に、奈良県田原本町唐
古・鍵遺跡を視察訪問し、古墳公園と道の駅を活用した観光行政を学ぶととも
に、９月 17日に天理山古墳調査の現状と今後のスケジュール等について、執
行部へのヒアリングを実施しました。

付託議案 議案  第 38号・第 41号

 主な質疑内容 
●議案第 41号　京田辺市国民健康保険条例の一部改正について
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律が公布され、
令和６年 12月２日から被保険者証が廃止されることに伴い、本条例について所要の改正を行うもの
問   国民健康保険の被保険者証において、保険証の返還を求める趣旨と科料が生じるケースについて実態はどう
か。

答   資格喪失時と保険料滞納の場合において返還を求めることになるが、今日まで返還されずに科料を科した実
績はない。

 委員会での審査結果 
議案第 38号は賛成多数で、議案第 41号は賛成全員で可決すべきものと決定
●所管事務調査
「防災士取得者等の積極的な活用と取り組みの展開について」は四日市市への
視察や執行部へのヒアリングを踏まえ、１年６ケ月にわたり調査研究した報告
書を提出しました。
「天理山古墳の保存と活用について」は、去る８月６日に、奈良県田原本町唐
古・鍵遺跡を視察訪問し、古墳公園と道の駅を活用した観光行政を学ぶととも
に、９月 17日に天理山古墳調査の現状と今後のスケジュール等について、執
行部へのヒアリングを実施しました。

付託議案 議案  第 38号・第 41号総務常任委員会

パデルコート　イメージ

四日市市議会 視察研修の様子

自動運転バスに試乗した様子

会議の様子を中継しています

　常任委員会は定例会におい
て付託された議案等を審議・審査します。
　本市議会には、総務常任委員会・文教
福祉常任委員会・建設経済常任委員会が
あります。

その主な内容について、
お知らせします。
※各委員長から提出された要約原稿を掲
載しています。

京田辺市議会では会議の様子を
インターネットで中継しています！
録画配信も行っています。

京田辺市　議会中継

スマートフォンでも
視聴できますよ！

京田辺市　議会中継

スマートフォンでも
視聴できますよ！

常任委員会の審議内容
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市議会議員の

　市議会議員が市に対して、将来の方針、政策の内容や執
行の状況などを直接質問するものです。
行政に関することのほか、地域の生活に密接していることな
ど多岐にわたる質問がされていますよ。みなさんの身近なこ
とがらについての質問がされているかもしれません。
※�議員から提出された要約原稿を掲載していますので、詳細につ
いては各議員にお問い合わせください。緑線の用語の解説は11
ページに記載しています。

向
川 

弘 
議
員　
公
明
党

市
役
所
に
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
設
置

問

耳
の
聞
こ
え
に
く
い
高
齢

者
や
難
聴
者
が
市
役
所
窓
口
に
お

い
て
円
滑
な
会
話
が
で
き
る
よ
う

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
早
期
に
設

置
す
べ
き
。
市
の
見
解
を
問
う
。

　

  

市
長  　
令
和
６
年
度
か
ら
補
聴

器
購
入
費
の
助
成
を
実
施
し
て
い

る
が
窓
口
で
は
補
聴
器
を
持
た
な

い
方
も
あ
る
。
出
張
し
た
際
に
私

が
実
際
に
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を

確
認
し
非
常
に
よ
く
聞
こ
え
た
。

購
入
の
検
討
を
進
め
る
。

　

　
で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
に

高
齢
者
支
援
課
の
窓
口
に
１
台
設

置
す
る
。
あ
と
１
台
は
庁
内
で
の

貸
出
し
を
考
え
て
い
る
。

問

「
小
１
の
壁
」
に
つ
い
て

の
認
識
を
問
う
と
共
に
、
長
期
休

業
中
の
留
守
家
庭
児
童
会
に
お
け

る
午
前
７
時
か
ら
の
預
か
り
を
早

期
実
現
す
べ
き
。
市
の
見
解
は
。

　

　
保
育
所
に
お
け
る
朝
の
延

長
保
育
開
始
が
午
前
７
時
で
あ
る

の
に
対
し
、
長
期
休
業
中
の
留
守

家
庭
児
童
会
の
開
所
が
午
前
８
時

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
令
和
７
年
度
に
松
井

ケ
丘
留
守
家
庭
児
童
会
の
民
間
委

託
を
予
定
し
て
お
り
、
多
様
な
ニ 

ー
ズ
へ
の
対
応
も
検
討
し
た
い
。

問

令
和
７
年
度
開
始
の
見
通

し
と
な
っ
た
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

定
期
接
種
の
説
明
を
求
め
る
と
共

に
、
現
段
階
か
ら
前
倒
し
で
費
用

助
成
を
す
べ
き
。
市
の
見
解
は
。

　

　
定
期
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
と

す
る
方
向
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
審
議
を
さ
れ
る
予
定
。
現

段
階
で
の
費
用
助
成
は
考
え
て
い

な
い
が
、
対
象
年
齢
、
用
い
る
ワ

ク
チ
ン
な
ど
、
国
に
お
い
て
詳
細

が
決
ま
り
次
第
、
市
民
に
広
く
周

知
す
る
な
ど
定
期
接
種
に
向
け
て

準
備
を
進
め
る
。

河
田 

美
穂 

議
員　
公
明
党

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練
実
施
を

問

ペ
ッ
ト
同
伴
・
同
行
避
難

訓
練
を
実
施
す
べ
き
。

　

　
各
地
域
や
自
主
防
災
会
で

行
う
避
難
訓
練
な
ど
の
一
環
と
し

て
、
同
行
避
難
実
証
訓
練
が
行
え

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

問

防
災
士
と
一
緒
に
つ
く
る

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
講
習
な
ど

の
実
施
に
つ
い
て
。

　

　
具
体
的
な
実
体
験
が
で
き

る
研
修
会
を
実
施
し
、
防
災
士
の

方
々
が
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
活
躍
で
き
る
機
会
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。

問

親
子
で
参
加
す
る
、
避
難

訓
練
の
実
施
を
。

　

　
区
・
自
治
会
や
子
ど
も
会

な
ど
と
連
携
を
図
り
、
親
子
で
も

参
加
し
や
す
い
避
難
訓
練
に
取
り

組
む
。

問

小
・
中
学
生
平
和
大
使
ひ

ろ
し
ま
派
遣
事
業
の
充
実
を
。

　

  

市
長  　
平
和
都
市
推
進
協
議
会

の
委
員
の
方
々
と
と
も
に
、
人
数

早
川 

由
紀
夫 

議
員　
日
本
維
新
・
南
部

地
震
情
報
へ
の
対
応
や
防
災
訓
練
は

問

地
震
情
報
へ
の
即
応
体
制

に
よ
る
備
え
や
市
民
へ
の
防
災
対

応
の
呼
び
掛
け
、
今
後
の
防
災
訓

練
計
画
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ 

ー
の
人
材
育
成
な
ど
を
問
う
。

　

　
気
象
庁
・
府
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、
地
震
の
発
生
予

測
、
被
害
状
況
な
ど
の
情
報
収
集

を
行
い
、有
事
の
対
応
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
り
、

市
民
へ
の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
の
防
災
訓
練
は
、
自
主

防
災
会
、
防
災
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
・
府
な
ど
と
の
連
携

に
主
眼
を
置
い
た
訓
練
を
計
画
し

て
い
き
た
い
。

問

大
住
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
再
編
整
備
計
画
に
お
い
て
、
子

育
て
支
援
機
能
を
充
実
す
べ
き
。

　

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
松

井
山
手
の
移
転
に
よ
り
、
児
童
館

機
能
を
併
せ
持
つ
北
部
地
域
の
子

育
て
支
援
拠
点
と
し
て
の
機
能
強

化
を
図
る
。
ま
た
、
育
児
な
ど
の

相
談
や
情
報
発
信
、
野
外
活
動
な

ど
ソ
フ
ト
面
の
充
実
、
土
日
や
夜

間
開
館
な
ど
の
検
討
を
進
め
る
。

問

緑
の
基
本
計
画
の
推
進
に

お
い
て
、
街
区
公
園
の
管
理
や
利

活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
の

あ
り
方
へ
の
市
の
見
解
を
問
う
。

　

　
街
区
公
園
や
街
路
樹
に
お

け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
利
活
用

の
事
例
を
示
し
た
手
引
き
を
作
成

活
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

を
図
り
、
公
園
設
置
に
係
る
要
綱

や
規
則
の
改
正
も
視
野
に
、
公
園

の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
を
進
め
た
い
。

問

終
活
支
援
の
取
組
み
は
。

　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
成
年
後
見
制
度
の
案
内

の
ほ
か
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に

よ
る
終
活
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

次
田 

典
子 

議
員　
無
会
派

大
深
度
工
法
の
北
陸
新
幹
線
止
め
よ

問

松
井
山
手
駅
地
下
40
ｍ
に

北
陸
新
幹
線
新
駅
建
設
計
画
が
公

表
さ
れ
た
。
２
０
２
０
年
10
月
の

調
布
市
外
環
道
路
建
設
現
場
で
陥

没
事
故
を
起
こ
し
た
の
と
同
じ
工

法
だ
。
こ
れ
は
憲
法
29
条
の
財
産

権
の
保
障
に
違
反
す
る
。
ま
た
事

業
費
が
当
初
の
２
倍
の
最
大
５
・ 

３
兆
円
に
膨
ら
む
可
能
性
が
あ
る
。 

費
用
対
効
果
も
「
１
」
未
満
と
な

る
。
自
公
が
進
め
る
税
の
無
駄
遣

い
。
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
も

市
民
に
知
ら
せ
ず
な
し
崩
し
的
。

静
か
な
環
境
を
求
め
て
建
て
た
自

宅
地
下
に
陥
没
事
故
を
起
こ
し
た

大
深
度
工
法
で
、
ト
ン
ネ
ル
を
掘

ら
れ
る
市
民
の
立
場
に
立
ち
市
長

は
公
約
を
守
れ
。

　

  

市
長  　
私
ど
も
の
要
望
で
、旧 

の
在
所
の
鎮
守
の
森
も
避
け
て
い

た
だ
き
、
財
産
権
が
及
ば
な
い
地

下
40
ｍ
に
新
幹
線
全
国
初
の
地
下

駅
計
画
が
実
現
し
た
。

問

大
住
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

を
突
然
改
修
し
、
お
風
呂
も
な
く

そ
う
と
し
て
い
る
。
北
部
の
高
齢

化
率
は
今
後
さ
ら
に
高
く
な
る
。

高
齢
者
が
入
り
に
く
く
ご
ち
ゃ
ご

ち
ゃ
し
た
南
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
様
な
施
設
に
な
る
。
児
童

館
は
周
辺
に
子
ど
も
の
多
い
松
井

ケ
丘
幼
稚
園
跡
地
に
移
す
べ
き
だ
。

　

　
民
間
の
力
も
借
り
て
い
く
。

２
区
画
ず
つ
利
用
の
募
集
を
行
う
。 

承
継
者
の
な
い
墓
地
は
、
現
在
対

応
事
例
を
調
査
し
対
応
。

問

葬
送
の
考
え
方
や
方
法
の

多
様
化
に
対
す
る
市
の
認
識
は
。

　

　
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を

背
景
に
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と

認
識
。
墓
地
等
の
あ
り
方
（
合
葬

墓
等
）
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
墓
地
行
政
を
行
う
上
で
の
将
来

的
な
検
討
課
題
で
あ
る
。

問

近
鉄
興
戸
駅
西
側
の
広
場

暫
定
整
備
に
向
け
た
道
筋
は
。

　

  

市
長  　
不
違
の
池
の
埋
め
立
て

で
土
砂
搬
出
が
概
ね
完
了
す
る
。

そ
の
後
、
地
元
と
の
意
見
交
換
や

関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
う
。
第

二
和
井
田
踏
切
の
拡
幅
は
、
歩
車

分
離
等
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と

の
協
議
を
進
め
る
。

片
岡 

勉 

議
員　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
京
田
辺

所
有
者
不
明
土
地
等
の
増
加
抑
制
を

問

固
定
資
産
税
と
相
続
登
記

の
義
務
化
の
関
係
の
認
識
は
。

　

　
所
有
者
不
存
在
で
徴
収
で

き
な
い
対
象
は
現
在
極
め
て
少
数

だ
が
、
相
続
登
記
の
放
置
は
、
相

続
人
の
調
査
が
複
雑
・
困
難
化
す

る
。
相
続
登
記
の
義
務
化
は
固
定

資
産
税
を
徴
収
賦
課
す
る
上
で
重

要
。問

相
続
登
記
の
義
務
化
に
伴

う
固
定
資
産
税
の
事
務
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

　
相
続
登
記
の
義
務
化
は
国

の
施
策
だ
が
、
過
年
度
、
国
作
成

の
チ
ラ
シ
に
よ
る
取
り
組
み
な
ど

を
行
っ
て
き
た
。
今
後
は
新
た
に

納
税
通
知
の
説
明
文
に
義
務
化
の

加
筆
を
行
い
周
知
や
お
く
や
み
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
配
付
に
併
せ
、
説
明

文
書
で
も
周
知
す
る
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
周
知
は
検
討
。

問

市
営
霊
園
の
利
用
状
況
は
。

　

　
近
年
、
区
画
の
返
還
が
出

て
お
り
、
本
年
度
か
ら
５
年
間
、

岡
本 

亮
一 

議
員　
日
本
共
産
党

南
部
住
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

問

京
田
辺
市
南
部
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
と
な
る
（
仮 

称
）
南
部
住
民
セ
ン
タ
ー
（
図
書

館
、
体
育
館
の
機
能
な
ど
含
む
）

の
建
設
を
検
討
す
べ
き
。

　

　
現
在
の
民
間
施
設
（
旧
南

都
銀
行
）
の
賃
借
期
間
で
あ
る
10

年
程
度
を
目
処
に
、
施
設
の
利
用

状
況
や
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

必
要
な
機
能
を
検
討
し
、
そ
の
後

の
方
針
を
決
定
す
る
。

問

南
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ 

ー
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
、
シ
ル

バ
ー
部
会
が
交
流
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ 

ー
ス
（
定
員
20
名
）
を
使
用
し
、

体
操
な
ど
さ
れ
て
い
る
が
手
狭
で

あ
る
た
め
改
善
を
。

　

　
施
設
を
直
接
担
当
す
る
職

員
と
検
討
す
る
。

問

子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的

支
援
を
目
的
と
し
て
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
の
均
等
割
を
無
料
に
。

　

　
子
ど
も
の
均
等
割
に
係
る

軽
減
措
置
の
拡
充
に
向
け
、
近
畿

都
市
国
民
健
康
保
険
者
協
議
会
や

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
な

ど
を
通
じ
て
、
国
へ
要
望
す
る
。

問

急
激
な
物
価
高
騰
が
保
護

者
の
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
。
と

り
わ
け
保
護
者
が
負
担
す
る
学
校

給
食
費
は
重
い
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
義
務
教
育
は
無
償
と
定
め
た

憲
法
第
26
条
に
則
し
、
学
校
給
食

費
を
無
償
に
す
べ
き
。

　

　
給
食
費
の
無
償
化
は
考
え

て
い
な
い
。

問

同
志
社
山
手
中
央
バ
ス
停

前
の
交
差
点
の
安
全
対
策
を
。

　

　
秋
に
は
、
右
折
レ
ー
ン
部

分
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
つ
い
て
、

約
20
ｍ
の
範
囲
を
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

へ
追
加
変
更
す
る
予
定
と
し
て
い

る
。

ホ
ー
ル
や
中
央
公
民
館
、
中
央
図

書
館
と
い
っ
た
文
化
機
能
と
、
親

和
性
の
高
い
子
育
て
支
援
機
能
や

市
民
交
流
促
進
機
能
を
併
設
し
市

民
が
参
加
し
や
す
い
環
境
整
備
。

　
③
本
事
業
は
、
農
体
験
な
ど
を

通
じ
、
食
育
を
始
め
環
境
学
習
機

会
の
拡
大
・
高
齢
者
の
健
康
長
寿

と
生
き
が
い
づ
く
り
や
障
が
い
の

あ
る
人
の
生
活
・
活
動
を
地
域
全

体
で
支
え
る
体
制
の
構
築
。

問

有
事
の
際
の
危
機
管
理
で

最
も
重
要
な
こ
と
は
何
か
。ま
た
、

自
助
、
共
助
の
観
点
で
市
と
し
て

の
重
要
な
取
り
組
み
は
何
か
。

　

　
消
防
、
警
察
等
の
関
係
機

関
と
連
携
し
被
害
状
況
等
の
確
認

把
握
を
行
い
、
被
害
の
最
小
化
を

基
本
に
様
々
な
対
策
を
組
み
合
わ

せ
て
災
害
等
に
備
え
る
こ
と
が
重

要
。
災
害
発
生
時
に
は
公
助
の
手

が
入
る
ま
で
の
間
、
自
助
・
共
助

が
最
も
重
要
。
市
と
し
て
自
主
防

災
組
織
の
設
置
や
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
育
成
な
ど
市
民
の
防
災
意
識

を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
う
。

橋
本 

善
之 

議
員　
自
民
一
新
会

社
会
資
本
整
備
で
本
市
の
効
果
は

問

高
速
道
路
や
鉄
道
、公
園
、 

文
教
施
設
な
ど
成
長
都
市
京
田
辺

を
支
え
る
数
多
く
の
利
便
施
設
は
、

着
実
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

特
に
次
の
３
施
設
は
市
民
に
ど
の

よ
う
な
利
益
を
も
た
ら
す
の
か
。

　
①
新
名
神
高
速
道
路
全
線
供
用
。

　
②
田
辺
北
新
市
街
地
で
計
画
中

の
複
合
型
公
共
施
設
。

　
③
田
辺
公
園
で
整
備
の
農
福
連

携
型
の
京
田
辺
ク
ロ
ス
パ
ー
ク
。

　

  

市
長  　
①
新
名
神
高
速
道
路
の

期
待
の
高
ま
り
か
ら
物
流
拠
点
の

注
目
を
集
め
企
業
立
地
が
進
ん
で

い
る
。広
域
的
な
国
土
軸
の
中
で
、

本
市
に
お
い
て
も
企
業
立
地
等
の

ス
ト
ッ
ク
効
果
発
出
が
期
待
。

　
②
複
合
型
公
共
施
設
は
、
文
化

９
月
定
例
会
・
一
般
質
問

久
保 

典
彦 

議
員　
自
民
一
新
会

子
育
て
環
境
に
つ
い
て

問

市
立
幼
稚
園
の
お
弁
当
給

食
の
導
入
計
画
が
進
ん
で
い
る
。

安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
も
、
質

の
良
い
お
弁
当
を
提
供
す
る
必
要

が
あ
る
。
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

問
う
。

　

　
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
業
者
を
決
定
す
る

予
定
で
金
額
だ
け
で
な
く
、
ど
の

よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
る
お
弁
当

な
の
か
な
ど
、
総
合
的
に
判
断
し

安
全
の
担
保
も
考
え
た
い
。

問

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域

移
行
に
つ
い
て
、
公
立
中
学
校
の

休
日
の
部
活
動
を
段
階
的
に
地
域

へ
移
行
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い

く
と
さ
れ
て
い
る
。
様
々
な
課
題

を
早
急
に
整
理
し
導
入
に
向
け
て

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
現
在
の

進
捗
状
況
と
今
後
に
つ
い
て
問
う
。

　

　
現
在
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
と
剣

道
の
２
種
目
か
ら
試
行
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。
試
行

種
目
を
増
や
し
な
が
ら
令
和
８
年

度
中
に
休
日
の
部
活
動
を
地
域
ク

ラ
ブ
へ
と
移
行
で
き
る
よ
う
に
順

次
取
り
組
む
。

問

市
立
の
小
・
中
学
校
体
育

館
に
お
い
て
来
年
度
を
目
標
に
空

調
設
備
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
導
入
に
際
し
て
の
工
事
期
間

や
、
工
事
等
の
影
響
で
使
用
で
き

な
い
期
間
の
既
存
使
用
者
へ
の
対

応
は
。

　

　
体
育
館
等
が
使
用
で
き
な

い
期
間
は
、
秋
か
ら
冬
の
間
で
約

３
カ
月
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
学
校
開
放
事
業
で
体
育
館

等
を
利
用
し
て
い
る
地
域
の
ス
ポ 

ー
ツ
団
体
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め

十
分
な
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

教
育
活
動
や
部
活
動
で
他
の
施
設

を
利
用
で
き
る
よ
う
、
可
能
な
限

り
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

新幹線松井山手駅位置図

一般質問を見てみよう
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ポ
ー
ト
で
き
る
個
々
に
合
っ
た
ア

プ
リ
の
導
入
と
活
用
を
求
め
る
。

　

  

教
育
長  　
特
別
支
援
教
育
に
つ

い
て
、
今
後
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
く
予
定
。
発
達
障
が
い
に
つ

い
て
の
理
解
は
一
定
進
み
、
対
応

も
で
き
て
い
る
が
、
学
習
障
が
い

は
見
え
に
く
い
た
め
、
ま
ず
は
現

場
で
の
理
解
が
必
要
に
な
る
。
そ

の
中
で
、
ど
う
い
う
支
援
が
で
き

る
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

さ
ん
さ
ん
山
城
の
虐
待
認

定
問
題
。退
職
し
た
職
員
た
ち
が
、

枚
方
で
新
た
な
事
業
所
を
立
ち
上

げ
た
。
就
労
支
援
所
と
し
て
の
利

用
者
の
多
く
が
こ
の
新
し
い
事
業

所
に
移
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

が
何
を
示
す
の
か
。
虐
待
認
定
の

取
り
消
し
、も
し
く
は
再
調
査
を
。

　

　
考
え
て
い
な
い
。

南
部 

登
志
子 

議
員　
日
本
維
新
・
南
部

駅
東
整
備
不
動
産
会
社
と
交
渉
を

問

新
田
辺
駅
東
側
の
ス
ー
パ 

ー
跡
地
を
購
入
し
た
不
動
産
会
社

が
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
を
計
画
。
周

辺
の
土
地
も
購
入
さ
れ
始
め
て
い

る
。
ス
ー
パ
ー
は
で
き
な
い
こ
と

が
判
明
。
①
市
は
こ
の
こ
と
を
知 

っ
て
い
る
の
か
。
②
旧
３
０
７
号

線
の
拡
幅
も
含
め
、
市
が
目
指
す

東
側
一
帯
の
整
備
と
活
性
化
に
向

け
て
、
こ
の
不
動
産
会
社
と
交
渉

す
る
べ
き
。

　

　
①
知
ら
な
い
。
②
当
該
事

業
者
も
含
め
、
地
権
者
の
意
向
を

伺
い
な
が
ら
、
現
実
的
な
計
画
を

策
定
し
て
い
き
た
い
。

問

発
達
障
が
い
や
学
習
障
が

い
が
あ
る
生
徒
の
情
報
を
、
学
校

間
や
学
校
内
で
し
っ
か
り
と
共
有

せ
よ
。
学
習
障
が
い
は
脳
の
器
質

的
問
題
で
、
知
的
に
は
問
題
が
な

い
。
特
定
分
野
の
学
習
（
識
字
・

書
字
・
計
算
）
に
だ
け
困
難
さ
が

生
じ
る
と
い
う
も
の
。
そ
の
こ
と

を
理
解
し
た
上
で
、
学
習
面
を
サ

吉
高 

裕
佳
子 

議
員　
無
会
派

京
田
辺
市
自
治
基
本
条
例
の
制
定
を

問

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
つ
く
る
」
を
実
現
す
る

た
め
、
京
田
辺
市
自
治
基
本
条
例

の
制
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

　
制
定
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

く
、
区
・
自
治
会
と
市
民
活
動
団

体
な
ど
へ
の
支
援
を
進
め
る
。

問

複
合
型
公
共
施
設
整
備
基

本
構
想
に
つ
い
て
。
①
中
央
図
書

館
と
中
央
公
民
館
の
、
移
転
後
の

事
業
手
法
は
。
②
郷
土
資
料
展
示

と
は
何
か
。
③
子
ど
も
支
援
機
能

（
子
育
て
支
援
拠
点
・
多
目
的
ル 

ー
ム
・
一
時
預
か
り
等
）、
市
民

交
流
促
進
機
能
（
男
女
共
同
参
画 

・
市
民
活
動
・
大
学
連
携
・
高
齢

者
健
康
増
進
等
）、
行
政
相
談
機

能
（
子
育
て
相
談・女
性
相
談
等
）

と
は
。

　

　
①
民
間
の
知
恵
を
借
り
る

事
業
手
法
も
検
討
。
②
図
書
館
が

所
蔵
す
る
地
域
資
料
と
と
も
に
本

市
の
歴
史
や
文
化
を
未
来
に
継
承
。

③
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の
具
体
的
な

施
設
内
容
は
、
今
後
、
基
本
計
画

を
作
成
す
る
中
で
検
討
予
定
。

問

本
市
で
は
令
和
４
年
度
に

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、

成
年
後
見
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

し
た
が
、
取
り
組
み
状
況
は
。

　

　
専
門
性
の
高
い
相
談
に
つ

い
て
は
、
法
律
や
福
祉
の
専
門
職

団
体
、
家
庭
裁
判
所
な
ど
か
ら
助

言
が
得
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い

る
。
ま
た
、
成
年
後
見
制
度
フ
ェ

ア
を
開
催
し
市
民
へ
の
周
知
や
、

成
年
後
見
制
度
の
研
修
を
行
っ
た
。

問

国
は
、
自
治
体
に
孤
独
・

孤
立
対
策
地
域
協
議
会
の
設
置
を

努
力
義
務
と
し
た
が
市
の
見
解
は
。

　

　
単
独
設
置
は
考
え
て
な
い

が
、
今
後
、
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
を
進
め
る
中
で
、
孤
独
・

孤
立
の
支
援
を
検
討
す
る
予
定
。

一
般
質
問
・
用
語
の
解
説

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
８
ペ
ー
ジ
）

　
不
特
定
多
数
の
企
業
の
中
か
ら

定
め
ら
れ
た
テ
ー
マ
の
企
画
書
・

提
案
書
な
ど
の
提
出
を
求
め
、
最

も
適
し
た
提
案
を
し
た
企
業
を
契

約
の
相
手
と
す
る
方
式

建
設
負
担
水
量
（
10
ペ
ー
ジ
）

　
市
町
の
要
望
に
基
づ
き
実
施
さ

れ
た
水
源
開
発
や
施
設
整
備
の
投

資
に
か
か
る
負
担
を
、
市
町
で
公

平
・
公
正
に
分
か
つ
た
め
協
議
の

上
決
定
し
た
水
量

成
年
後
見
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
11
ペ
ー
ジ
）

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
権
利
擁
護
支
援
の
地

域
の
拠
点
と
し
て
広
報
啓
発
、
制

度
利
用
の
相
談
・
支
援
、
体
制
整

備
を
行
う
仕
組
み

議
会
報
告
会
の
ご
案
内

有
田 

幸
平 

議
員　
日
本
維
新
・
南
部

孤
独
・
孤
立
社
会
対
策
に
つ
い
て

問

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法

の
施
行
に
お
い
て
本
市
の
取
組
み
、

方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。

　

　
近
年
、
社
会
的
孤
立
と
い

う
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
社

会
参
加
に
向
け
た
支
援
や
居
場
所

の
提
供
等
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
連
絡
会
を

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
位
置
づ
け
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
専
門
相
談
を

開
始
す
る
等
、
長
期
的
に
丁
寧
な

対
応
と
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問

単
身
高
齢
者
等
に
対
す
る

見
守
り
の
取
組
み
や
、
住
民
の
異

変
に
対
す
る
察
知
、
対
策
に
つ
い

て
問
う
。

　

　
郵
便
局
や
新
聞
配
達
事
業

所
な
ど
８
社
と
協
定
を
締
結
し
、

異
変
が
あ
れ
ば
市
へ
通
報
い
た
だ

く
体
制
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

ま
た
、高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問
し
、

様
子
を
お
伺
い
す
る
実
態
把
握
事

業
や
緊
急
通
報
装
置
を
設
置
す
る

24
時
間
安
心
見
守
り
事
業
等
、
今

後
も
多
様
な
視
点
に
よ
る
見
守
り

を
進
め
て
い
く
。

問

子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
に

つ
い
て
問
う
。

　

　
京
田
辺
市
え
え
ま
ち
つ
く

ろ
う
事
業
補
助
金
や
、
京
都
府
社

会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
支

援
制
度
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。

問

ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
対

策
に
つ
い
て
問
う
。

　

　

個
別
に
状
況
を
整
理
し
、

教
育
委
員
会
全
体
で
児
童
・
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
自
立
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

問

若
年
層
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー

ズ
問
題
に
つ
い
て
問
う
。

　

　
高
校
や
大
学
等
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
様
々
な
機
会
を
つ
く 

っ
て
い
く
事
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

青
木 

綱
次
郎 

議
員　
日
本
共
産
党

北
陸
新
幹
線
延
伸
、
市
長
の
見
解
は

問

国
土
交
通
省
、
鉄
道
運
輸

機
構
は
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
に
つ

い
て
、
京
都
駅
の
場
所
３
案
と
松

井
山
手
付
近
に
設
置
す
る
新
幹
線

新
駅
を
地
下
駅
と
し
、
そ
の
事
業

費
と
し
て
３・
４
兆
円
か
ら
最
大

５・
３
兆
円
、
工
期
も
20
年
か
ら

28
年
と
す
る
案
を
公
表
し
た
。
①

同
案
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解
を

問
う
。
②
同
案
に
つ
い
て
国
等
か

ら
京
田
辺
市
に
具
体
的
な
説
明
が

あ
っ
た
の
か
。

　

  

市
長  　
①
北
陸
新
幹
線
新
駅
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
は
、
京
田
辺
市

は
も
と
よ
り
、
京
都
府
南
部
地
域

や
学
研
都
市
の
発
展
な
ど
に
も
つ

な
が
る
。松
井
山
手
駅
周
辺
で
は
、

地
下
駅
と
決
定
さ
れ
安
堵
し
て
い

る
。
国
な
ど
に
は
、
周
辺
環
境
へ

の
配
慮
と
、
沿
線
自
治
体
に
過
度

な
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
な

財
政
措
置
を
求
め
て
い
く
。

　

　
②
京
田
辺
市
に
公
表
内
容

の
説
明
は
な
い
。
今
後
、
沿
線
自

治
体
に
説
明
が
あ
る
と
思
う
。

問

住
民
セ
ン
タ
ー
等
の
登
録

団
体
へ
の
市
立
文
化
施
設
使
用
料

減
免
制
度
に
つ
い
て
、
縮
小
で
な

く
10
割
減
免
を
継
続
す
べ
き
。

①
市
長
の
見
解
を
問
う
。
②
縮
小

案
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
結
果
概
要
は
。

　

  

市
長  　
①
減
免
制
度
が
文
化
施

設
利
用
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
は

理
解
し
て
い
る
が
、
昨
今
は
活
動

に
対
価
を
払
っ
て
い
こ
う
と
い
う

文
化
も
発
生
し
て
い
る
の
は
事
実
。

利
用
申
込
み
を
す
れ
ば
即
、
無
料

と
い
う
の
は
改
め
る
べ
き
。

　

　
②
１
０
３
件
の
意
見
が
あ

り
、
現
行
の
減
免
制
度
の
継
続
を

望
む
意
見
が
あ
る
一
方
で
、
見
直

し
に
肯
定
的
な
意
見
も
あ
っ
た
。

受
益
者
負
担
の
適
正
化
が
必
要
。

導
入
に
つ
い
て
は
保
育
士
確
保
の

見
通
し
も
厳
し
い
状
況
。

問

市
の
保
育
現
場
の
状
況
を

国
に
伝
え
、
制
度
見
直
し
を
。

　

  

市
長  　
ど
の
よ
う
な
制
度
が
い

い
の
か
し
っ
か
り
国
に
要
望
し
て

い
く
。
真
に
子
ど
も
の
育
ち
の
た

め
に
良
い
提
言
も
し
て
い
く
。

問

生
活
保
護
申
請
の
際
、
扶

養
義
務
者
調
査
票
の
記
載
を
求
め

ら
れ
る
が
、
国
で
は
必
ず
し
も
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
に
な
っ

て
い
な
い
。
市
の
対
応
は
。

　

　
国
か
ら
の
基
準
は
扶
養
義

務
者
が
70
歳
以
上
の
高
齢
者
、
10

年
以
上
交
流
の
な
い
人
、
Ｄ
Ｖ
や

虐
待
の
恐
れ
な
ど
個
別
の
対
応
を

求
め
る
も
の
。
扶
養
義
務
者
の
調

査
票
が
な
い
と
申
請
、
決
定
で
き

な
い
事
で
は
な
い
。

増
富 

理
津
子 
議
員　
日
本
共
産
党

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
調
査
で
原
因
追
跡
を

問

各
浄
水
場
で
実
施
し
て
い

る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検
査
の
分
析
は
。

　

　
２
０
２
０
年
度
よ
り
水
系

（
４
系
統
）
の
各
１
か
所
の
給
水

栓
で
年
１
回
の
検
査
を
実
施
。
国

が
定
め
る
暫
定
目
標
値
50
ナ
ノ
グ

ラ
ム
を
下
回
る
含
有
量
で
推
移
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

問

河
川
３
か
所
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

が
基
準
値
を
大
き
く
超
え
た
問
題

に
つ
い
て
詳
細
と
対
策
を
。

　

　
原
因
箇
所
の
絞
り
込
み
を

行
う
た
め
、
検
出
し
た
上
流
部
で

追
加
の
水
質
検
査
を
検
討
。
ま
た

一
過
性
の
も
の
か
ど
う
か
、
継
続

的
な
水
質
の
監
視
を
し
て
い
く
。

問

政
府
が
２
０
２
６
年
度
か

ら
実
施
す
る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
」
は
、
家
庭
で
保
育
し
て

い
る
生
後
６
カ
月
か
ら
３
歳
未
満

の
子
ど
も
を
親
の
就
労
を
問
わ
ず
、

保
育
所
な
ど
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
制
度
。市
で
の
問
題
点
は
。

　

　
対
象
は
６
か
ら
７
０
０
人
。

上
田 

毅 

議
員　
日
本
維
新
・
南
部

教
育
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

問

教
育
費
の
無
償
化
に
つ
い

て
。
第
二
子
か
ら
で
も
教
育
の
無

償
化
を
進
め
て
い
く
事
を
検
討
し

て
は
。
熊
本
天
草
市
、
ま
た
石
川

加
賀
市
は
震
災
が
あ
っ
た
令
和
６

年
に
０
歳
か
ら
第
一
子
以
降
の
保

育
料
を
無
償
化
や
、
１
歳
ま
で
の

お
む
つ
定
期
便
無
料
。
山
梨
甲
斐

市
は
３
歳
以
上
の
住
民
課
税
条
件

を
撤
廃
し
、
新
た
に
０
歳
児
約
５ 

４
０
人
が
無
償
。
市
の
減
収
や
民

間
保
育
園
へ
の
支
出
な
ど
影
響
額

が
約
４
１
４
４
万
円
。
本
市
で
も

で
き
な
い
額
で
は
な
い
。
子
ど
も

を
産
ん
で
育
て
、子
ど
も
も
ま
た
、

そ
の
街
で
結
婚
し
と
、
そ
の
循
環

を
築
い
て
頂
き
た
く
検
討
を
。

　

　
色
々
な
子
育
て
施
策
は
認

識
し
て
い
る
。
大
学
の
授
業
料
か

ら
保
育
料
ま
で
減
免
・
無
償
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
も
承
知
。
１
度

に
で
き
な
く
て
も
第
二
子
か
ら
と

の
ご
提
案
等
に
今
後
は
府
と
連
携

し
、
研
究・検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

市
内
の
市
道
及
び
府
道
そ

し
て
田
辺
東
小
学
校
前
市
道
に
つ

い
て
。
公
道
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
及

び
歩
道
ラ
イ
ン
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
、
横
断
歩
道
、
停
止
ラ
イ
ン
や

通
学
路
に
お
い
て
は
ゾ
ー
ン
30
等

の
文
字
が
見
え
な
い
所
が
多
く
、

交
通
事
故
等
、非
常
に
危
惧
す
る
。

早
急
な
対
策
が
必
要
。

　

　
７
年
２
月
を
目
途
に
工
事

実
施
予
定
。
本
市
管
理
対
象
施
設

外
の
区
画
線
等
の
ご
指
摘
は
、
速

や
か
に
道
路
管
理
者
や
交
通
管
理

者
に
連
絡
し
早
い
塗
り
直
し
等
の

依
頼
を
し
て
い
る
。
速
度
抑
制
対

策
の
進
捗
状
況
は
赤
枠
白
文
字
に

よ
る
「
速
度
落
と
せ
」
の
路
面
標

示
設
置
に
向
け
、
施
工
業
者
と
工

事
請
負
契
約
を
締
結
し
６
年
10
月

頃
を
目
途
に
工
事
予
定
。

国
重 

昂
平 

議
員　
自
民
一
新
会

子
育
て
支
援
と
保
護
者
支
援

問

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
保
護
者

同
士
の
繋
が
り
の
希
薄
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
本
市
の
保
護
者
支
援

の
取
り
組
み
は
。

　

  

市
長  　
保
健
師
が
妊
娠
届
出
の

際
妊
婦
全
員
と
面
談
し
、
そ
こ
か

ら
全
戸
訪
問
を
し
て
い
る
。
ま
た

令
和
６
年
度
か
ら
は
、
妊
婦
と
生

後
１
年
未
満
の
乳
児
を
対
象
に
集

団
参
加
型
の
「
は
ぐ
は
ぐ
カ
フ 

ェ
」
を
実
施
し
、
助
産
師
へ
の
相

談
や
、
参
加
者
同
士
の
交
流
が
で

き
る
場
を
提
供
し
て
い
る
。

問

府
営
水
の
建
設
負
担
水
量

の
調
整
が
現
在
府
営
水
道
の
経
営

審
議
会
で
協
議
さ
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
ス
タ
ン
ス
は
。

　

  

公
営
企
業
管
理
者
職
務
代
理
者  　

　
こ
れ
ま
で
同
様
、
受
水
率
の
高

い
市
町
に
過
度
な
負
担
が
生
じ
る

よ
う
な
不
公
平
な
運
用
に
な
ら
な

い
よ
う
に
努
め
る
。

問

山
手
東
の
住
宅
街
の
中
に

Ｌ
字
に
曲
が
っ
て
お
り
先
が
見
え

に
く
い
道
が
あ
る
が
、
速
度
が
出

て
い
る
車
が
散
見
さ
れ
る
。
速
度

抑
制
対
策
や
安
全
対
策
が
必
要
に

な
る
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

　

　
次
回
の
通
学
路
安
全
推
進

会
議
で
協
議
す
る
。

の
拡
充
に
向
け
た
議
論
を
す
る
。

問

平
和
の
つ
ど
い
の
充
実
と

参
加
拡
大
を
。

　

  
市
長  　
ど
の
よ
う
な
内
容
を
充

実
さ
せ
て
い
く
か
、
多
く
の
方
々

に
参
加
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
な

ど
を
協
議
会
で
も
検
討
し
た
い
。

問

原
爆
被
害
等
を
疑
似
体
験

で
き
る
「
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
」
の
貸

出
し
申
請
に
つ
い
て
。

　

　
一
度
事
務
局
で
試
す
た
め

に
こ
の
秋
に
貸
出
し
申
請
を
す
る
。

問

終
戦
80
年
の
節
目
に
向
け
、

実
際
に
戦
争
を
体
験
し
た
方
の
話

を
聞
い
た
り
、
手
記
を
読
ん
だ
り

し
て
、
若
い
世
代
が
語
り
つ
ぐ
活

動
を
す
べ
き
。

　

  

市
長  　
ど
の
よ
う
な
形
で
戦
争

に
つ
い
て
語
り
継
ぎ
が
で
き
る
か

協
議
を
し
、取
り
組
み
を
進
め
る
。安全対策が必要な山手東の道路

日
時
：�

令
和
７
年
１
月
25
日
（
土
）�

午
後
２
時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

場
所
：
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

　
本
市
議
会
の
議
会
報
告
と
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
意
見
交
換
会
は
、

〇
防
災
士
と
地
域
防
災
力
に
つ
い
て

〇
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

〇
バ
ス
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

の
３
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
意
見

交
換
を
行
う
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
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審議の結果を報告します

来期の予定：■定例会開会：11月28日　■一般質問：12月4、5、6日　■定例会閉会：12月23日
　　　　　　■常任委員会（総務：12月11日、文教福祉：12月12日、建設経済：12月13日）
　　　　　　■議会運営委員会：11月19、26日、12 月17、19 日　　日程は変更になる場合があります。

議
案
番
号
等

議
決
結
果

自民一新会 ＮＥＸＴ京田辺 日本維新の会・
無所属南部の会

日本共産党京田辺
市議会議員団 公明党 無会派

榎
本
昂
輔

国
重
昂
平

久
保
典
彦

田
原
延
行

橋
本
善
之

片
岡
　
勉

河
本
隆
志

菊
川
和
滋

長
田
和
也

有
田
幸
平

上
田
　
毅

南
部
登
志
子

早
川
由
紀
夫

青
木
綱
次
郎

岡
本
亮
一

増
富
理
津
子

河
田
美
穂

向
川
　
弘

次
田
典
子

吉
高
裕
佳
子

同6 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
議38 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × 〇 〇 × ×
議40 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × 〇 〇 × ×
議47 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × 〇 〇 〇 〇
議48 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
議49 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×
議50 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×
認 1 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × 〇 〇 × 〇
認 4 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇
認 5 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇
認 6 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇
認 7 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇
認 8 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇
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賛否が分かれた議案のうち、個々の賛否について掲載。（賛成：○、反対：×、欠席：ー、退席：□、除斥 : △）
採決に参加しなかった場合“▼”で表しています。
※河本隆志議員は議長職のため、表決権はありません。

賛否等の状況

議案番号等 件名 採決状況 議決結果
同意 6 京田辺市教育委員会委員の任命 賛成多数 同意

議案

38 京田辺市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番
号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正 賛成多数 可決

39 京田辺市立こども園の設置及び管理に関する条例の一部改正 全員賛成 可決
40 京田辺市子育て支援医療費の助成に関する条例の一部改正 賛成多数 可決
41 京田辺市空家等対策の推進に関する条例の一部改正 全員賛成 可決
42 京田辺市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正 全員賛成 可決
43 京田辺市都市公園条例の一部改正 全員賛成 可決
44 京田辺市都市公園条例の一部を改正する条例の一部改正 全員賛成 可決
45 京田辺市学校給食費の徴収に関する条例の一部改正 全員賛成 可決
46 京田辺市立公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正 全員賛成 可決
47 田辺公園拡張整備事業の指定管理者の指定期間の変更 賛成多数 可決
48 令和６年度京田辺市一般会計補正予算（第２号） 賛成多数 可決
49 財産取得の追認 賛成多数 可決
50 財産取得の追認 賛成多数 可決
51 令和６年度京田辺市一般会計補正予算（第３号） 全員賛成 可決

決算
認定

1 京田辺市一般会計歳入歳出決算認定 賛成多数 認定
2 京田辺市休日応急診療所特別会計歳入歳出決算認定 全員賛成 認定
3 京田辺市松井財産区特別会計歳入歳出決算認定 全員賛成 認定
4 京田辺市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 賛成多数 認定
5 京田辺市介護保険特別会計歳入歳出決算認定 賛成多数 認定
6 京田辺市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 賛成多数 認定
7 京田辺市水道事業会計決算認定 賛成多数 認定
8 京田辺市公共下水道事業会計決算認定 賛成多数 認定
9 京田辺市農業集落排水事業会計決算認定 全員賛成 認定

意見
書案 4 建設アスベスト被害者の救済とアスベスト対策の拡充を求める意見書 全員賛成 可決


